
再評価結果（平成２４年度事業継続 箇所）（※１）

担 当 課：道路局国道防災課

担当課長名：三浦真紀

事業名 事業 一般国道 事業 島根県一般国道４８５号 松江第五大 橋道路道路改築事業
まつえだい ご おおはしどうろ

区分 主体

起終点 自： 延長島根県松江市下東川津町
まつえ しもひがしかわつ

至： ５．２km島根県松江市東津田町
まつえ ひがしつだ

事業概要 一般国道４８５号松江第五大橋道路は、地域高規格道路「境港出雲道路」の一部として、山

陰道とともに宍道湖・中海圏域の８の字ルートを構成する道路で、中核都市松江の機能強化を図るととも

に、渋滞緩和を目的とした、延長５．２ｋｍの４車線道路である。

Ｈ１５年度事業化 Ｈ１４年度都市計画決定 Ｈ１５年度用地着手 Ｈ１８年度工事着手

全体事業費 約４８５億円 事業進捗率 ７５％ 供用済延長 ０km

計画交通量 １７，０００～２５，１００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 1.3 86/463億円 585/585億円 平成２３年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：440/440億円事 業 費：82 /459

億円 走行経費減少便益： 83/ 83億円(残事業) 6.8 維持管理費： 4 / 4

交通事故減少便益： 62/ 62億円

感度分析の結果

事業の効果等

・国土・地域ネットワークの構築（宍道湖・中海圏域の高規格道路網の形成を図る）

・物流効率化への支援（主要港湾境港へのアクセス向上する）

・安全で安心ある暮らしの確保（二次医療施設（松江市立病院）へのアクセスが向上する）

・災害への備え（島根県緊急輸送道路ネットワーク計画において第１次緊急輸送道路に指定されている）

・個性ある地域の形成（企業団地へのアクセス強化）

関係する地方公共団体等の意見

松江市などから構成される「松江第五大橋道路建設促進期成同盟会」より、早期整備の要望を受けてい

る。

事業評価監視委員会の意見

本事業により、松江市周辺の交通渋滞の緩和・事故の減少・日常生活の利便性の向上等、多くのメリッ

トがあると考えられ、事業継続が妥当と判断した。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

山陰道斐川出雲間の開通、国道９号松江道路の４車線化完了により、宍道湖・中海圏域における高速道

路ネットワークの形成が着実に進んでいる。

また、平成１８年７月の豪雨で松江市街地が浸水した際には、市街地の南北を結ぶ４橋うち３橋が通行

止めとなり、災害時や緊急時の交通確保が課題となっている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成２２年度末で用地買収については、９９％完了しており、全線に渡り工事を進めている。

残事業の内容：トンネル工事、舗装工事

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

事業は着実に進捗しており、平成２３年度末に一部区間（2.6km）を暫定２車線供用の予定。平成24年

度末の全線暫定２車線供用を目指している。

施設の構造や工法の変更等

渡河部の橋梁（上部工桁 、の詳細設計に当たり、設計ＶＥを導入し、コストを軽減できる新工法・新）



技術を採用しコスト縮減を図った。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上のことから、事業の効果および島根県公共事業再評価委員会における審議を踏まえると、事業の必

要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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